
　第１回エリア懇談会では、観光まちづくりの目的や進め方を共有し、地域ごとの資源や課題、
取組などについて、意見交換を行いました。

日　　時 ： 平成 26年 10月1日（水）18時30分から20時
場　　所 ： 家庭センター　集会室
出 席 者 ： 石原二～四丁目町会、亀沢二～四丁目町会、石原二丁目商店会、
　　　　　　北斎通りまちづくりの会　計13名
事 務 局 ： 墨田区都市計画課、観光課　計8名

開催概要

懇談会で出された主な意見

両国観光まちづくりグランドデザイン 

第１回Cエリア懇談会ダイジェストCarea
エリア懇談会が発足しました。

かつてのまちの様子、名称に関する意見

・北斎通りは南割下水だった。そういった歴史を大切にしていきたい。

・江戸東京博物館は、かつては「やっちゃば」と呼ばれる市場だった。こどもの頃、北斎通りを 

  やっちゃば通りと呼んでいた。

・昔は繊維業がさかんで、メリヤス工場がたくさんあった。

・緑町公園は、かつては津軽藩下屋敷だった。

地域資源に関する意見

・Cエリアには、沢山の高札案内があり、歴史資料もたくさんある。

・地域の歴史文化について、地域の人が誇りに思えるような雰囲気を作っていきたい。

・来訪者を迎える上で、歴史的なエピソードなどを共有する場があるとよいのではないか。

取組に関する意見

・地域で時間をかけて話し合ってつくりあげられる具体的なものがあると取組みやすい。

・地域で取組むイベントなどができると、まちとまちとのつながりが生まれるのではないか。


